０５年処分撤回請求　人事委員会審理傍聴者の声　その（31）
【2007･7・13】

子どもへの思い・教育者としての想いは何処へ捨て去ったのですか
７･１３卒業式⑬グループ第３回・証人尋問：納屋信（篠崎高校校長）：佐治恒孝（富士高校校長）

＊「篠崎高校長の証言の中に『職務命令書が憲法・教基法・地方公務員法に反していないかどうか検討したことがない』という発言がありました。知的職業であるはずの学校職員、それも学校長という責任ある立場の人間が完全に上意下達のロボットとなっていること、その上で都教委７名、警官９名を動員した卒業式が実施されたということ、本来の教育とかけ離れていることを強く実感しました。
　富士高校長がペラペラと、請求人に対し、最終学年を前に異動をすすめた話については驚きました。『４０秒の着席』が予想される為に、それまでの教育活動の積み上げと、生徒と教師のつながりを否定し、異動させようとしたことは、佐治校長の人格、教育者としての資質を疑わせるものでした。自分の感じで、状況によってコロコロと発言すること、こういう人物が校長であることが情けない。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（丸浜江里子　都立高保護者　自由の風）

＊「退職して現場から離れていて、当日までどうしょうか直前まで迷っていましたが来てよかったです。最後の篠崎の校長、納屋（呼び捨てです！）を見たくなかったし・・・。しかし来てよかった。近藤さんの迫力ある追及、納屋の愚かさ加減がよくでていましたから･･･元気をもらいました。」　　
（相馬佳子　元都立高校教員）

＊「近藤先生からの、納屋校長への尋問は、先生方の教育にかける熱意、生徒への温かい想いがくっきり浮かび上がる内容。こういう先生方が、子どもたちを育てていて下さる頼もしさを思う。一方で、納屋校長の『教委、指導課長の言うこと』、『都の通達』などが最重要で、子どもへの思い、教育者としての想い、など皆無の、権力追従ロボットぶり。貧しく痛ましい校長の様子に同情さえしてしまいそうになる。しかし哀れむ立場にない。こんな校長達の隷従で、行政が教育を支配する異常、都教委７名、警察９名に監視させつつ、都教委の好みどおりの式典を実行することで、校長は卒業式に何を求めていたのか。この異常さを人事委員会審査官も何とも思わないのか、どうしてこんな恐ろしい教育状況が通ってしまうのか。先生方の自発的、子どもの人権中心の教育を力でねじふせ、口を封じ、隷従だけを強いる、とんでもない都の教育行政を、どうか全国の人々が知ってほしい。怒ってほしい。
　富士高校の佐治校長も、納屋校長に同じ。校長は都教委のロボットしか、なれないのか。たった『４０秒間の不起立』の検証だけが、都側審問の重要課題。『命令・服従だけが教育の最大の課題』という、教育の恐ろしい専制を、どうしてもストップさせなければなりません。」　（岡田良子　都民）
＊「納屋氏、佐治氏とも、君が代不起立の先生方を『反都教委、反校長』というレッテル貼りしている。しかも、『君が代強制反対』の先生方を、『国旗国歌反対』と、都教委に虚偽の供述をし、『私の感じで書いた』と教育者として、ヒトのことを考えているのか！と言いたい。」　（永野厚男　ライター）
＜ヒゲメモ＞

０４年度の請求人は、人事委員会審理から２月９日東京地裁提訴。現在の人事委員会審理は、０５年度の請求人。０６年度組は審理待機中。今年度（０７年度組）も３５名で請求人団形成。違憲・違法の「１０･２３通達」それに基づく「職務命令」体制打破を目指し、人事委員会・裁判闘争は継続されます。教育の「自由」を守り抜くためにも、憲法に依拠して今後とも、全国でも特異な東京都の教育行政の不当さとたたかい続けます。とりわけ人事委員会審理は都庁の狭い部屋でのやり取りです。傍聴者の声をこれからも継続して送ります。周りの人に、東京の教育現場の異常さをぜひとも知らせて下さい。
（請求人・代理人１５名。　傍聴者　３６名。心から感謝。「被処分者の会」　星野）
